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学習意欲を高める小集団における言語活動の充実

１ 少人数指導の計画等

(1) 少人数指導における目標

① 授業の課題解決の場面において，小集団での活動を取り入れ，生徒の考えを広げ深

めるように工夫する。

② 小集団での活動が活発になるように，課題設定を工夫したり，教師の発問を工夫し

たりする。

③ 生徒同士が「話す」「聞く」「書く」「読む」の言語活動を通して，思考力・判断力

表現力を働かせることにより，次の活動を充実させる。

・ 友達に考えを伝えたり，友達の話に真剣に耳を傾けたりする。

・ 自分の考えを書いたり，友達の考えを読んで考えを整理したりする。

・ 新たな考えを生み出す。

(2) 理科における具体的戦略「３Ｍプロジェクト」

Ｍ１ Mini-Test＜基礎用語豆テスト＞
・ 授業の始めに行うミニテスト。理科に関わる基礎的な用語の確認を行う。主に前

の時間に学習した内容，またその時学習している小単元の内容を出題し，既習事項

の定着度を確認し，定着度の低い生徒には授業の後、個別に指導する。

Ｍ２ Mission-Time＜ミッションタイム …ツール：Ｄボード／マイマグネット＞

・ 自己と他者の学力を同時に伸ばすための議論し合う時間。学級全員の友達と力を

合わせて課題（ミッション）を解決。最大の目的は「誰一人残らず，全員が理解し

解決できること」。わらなかった人が１人もいないようにする。

・ ミッションタイムの間は小集団で教え合う。

・ 議論には「Ｄボード」(ディスカッションボード：Ａ３のクリアーケースに必要

な図を差し込んだもの。ホワイトボード用ペンで書き込み・修正可)を使用。単に

答えを教えたり聞いたりするだけでなく，その理由や根拠を理解できるようにする。

・ できた人は黒板に貼り付けてある自分のマイマグネットを指定されたエリアに移

動。生徒一人一人が全員の進捗状況をリアルタイムで把握・共有化しながら協力的

に学習活動できるよう，個人の理解度を可視化する。教師は、課題解決が遅れてい

たり、つまづいていたりする生徒に対する支援を行う。

・ 生徒が課題に対して，既習の知識・技能を活用しながら話合いをして解決する際、

教師が小集団でのよい考えを価値付け共有しながら話合いが深まるようにコーディ

ネートする。

Ｍ３ My-Science Work＜週プリント＞
・ 学校の休み時間等を活用して行う宿題。友達との相談可。学校で必ず解いて提出。

・ 問題プリントは毎週月曜日に配付。各自問題を解いたらその週の木曜日昼までに

教科員に提出。その後、一人一人の生徒のつまづきに応じた支援を行った。

・ 問題の内容は「標準問題」(表)と「最高水準問題」(裏…数問)の２つ。「標準問

題」は必ず解いて提出。「最高水準問題」は希望者のみチャレンジ。

２ 実践の概要

(1) 単元名 第３学年 理科 「生命の連続性～遺伝の規則性と遺伝子～」

(2) 本時のねらい

孫に現れる優性(丸形)と劣性(しわ形)の形質の個体数の比(丸形：しわ形＝３：

１)をミッションタイムを通して予想，また遺伝子モデルを用いた実験を通して検

証することで，遺伝の規則性を実感を伴ってとらえることができる。



(3) 授業の実際

授業の展開 少人数指導を生かすための配慮(Ｍ：３Ｍプロジェクト関連)

１ 【ミニテスト】基礎用語の確認を行う。 Ｍ１ 本時の議論の基礎となる既習事項を確認す

２ 純系の親どうしを交配させたとき(AA ることで，少人数での円滑な議論が進められ

＋aa)に子に現れる形質を確認する。 るようにする。

３ 本時の課題を把握する。 Ｍ２ 課題のポイント(論点)をより明確にするこ

子(Aa)どうしを交配させた孫に現 とで，効率的で具体的な議論ができるように

れる優性(丸形)と劣性(しわ形)の形 する。

質の比にはどのような規則性がある Ｍ２ ミッションタイム時の情報交換のツールと

のだろうか？ して「Ｄボード（ディスカッションボード）」

４ 自分たちの考えを共有する。 を用い，考えの修正や再構築を容易にさせる

⑴【ミッションタイム】孫に現れる形質 ことにより，小集団の中でより具体的なやり

とその比について議論する。 とりができるようにする。

Ｍ２ 自由な情報交換を許可することで，一人一

人が確実に課題解決に向けた活動に取り組め

るようにする。

Ｍ２ 「マイマグネット」を黒板

に貼っておき，課題を解決した

らマグネットを移動させるよう

にすることで，一人一人の理解

状況を可視化させ，協力的に学

⑵考えを発表する(Ｄボード)。 習を進められるようにする。

５ 考えを確かめる。 ○ 遺伝子モデルに２種類

⑴【検証実験】遺伝子モデルを使って考 の透明板(無色／赤 色)

えを検証する。 を用いることで，優性と

・遺伝子モデルによる受精実験 劣性に形質のイメージを

・データ記入(遺伝子組み合わせ) もちやすくする。

⑵各班の結果を共有化する。

⑶考察・検証する。 ○ 優性と劣性の形質の例として，一般にスー

６ 本時のまとめをする。 パーで販売されている「ピーターコーン」を

子(Aa)どうしを交配させた孫に現 提示し，日常生活との関連を図る。

れる形質の比は，優性(丸形)：劣性

(しわ形)＝３：１になる。

７ 自己評価する。

３ 実践の成果と課題 ○：成果 ●：課題

○ 既習事項が具体的に活用できるテーマを設定したことで，生徒達はかなり活発に課題解

決に向けて活動することができた。プレゼンテーションを用いての既習事項の確認も有効

に働き，小集団での議論を円滑に進めることができる要因となった。

○ 「ミッションタイム」の設定は，小集団の中で自分の考えを修正したり再構築したりし

ながら自由に交流ができるので，一斉授業より意欲的に学習に取り組むことができ，思考

を深めながら知識や技能の定着，また既習事項を活用することに大きな効果があった。

○ 小集団での議論のツールとして「Ｄボード」を活用したことで，すぐに書いたり消した

りできることから，自分の考えを再考しながら具体的な議論を進めることができた。また

自分の考えを相手に伝達する際にも自信をもって説明できるきっかけになった。「Ｄボー

ド」は小集団での課題解決に向けて大変有効なツールである。

● 「ミッションタイム」のあとに確認問題ができる時間を確保できれば，定着の度合いが

把握でき，さらに効果的な授業スタイルとすることができる。

● 「マイマグネット」等による生徒個人の理解状況の可視化については，個々の実態に十

分配慮した上で行う必要がある。


